
 グループワーク：  個人ワーク：

☑テキスト ☑筆記用具 ☑カメラ・マイクは必須となります。

この科目の
到達目標

①人類社会の拡大について、自然環境と人間の関わりを意識しつつ、「4つのステージ」（4大文明の誕生と地中海へと拡大してい
く文明⇒イスラームが世界を主導する⇒世界を圧倒するヨーロッパ膨張の時代⇒変容を迫られる伝統世界）の枠組みを視点とし
て、大局的に理解できる。
②様々な問題の原因を歴史的視点から探るとともに、わが国の歴史や文化との関連性について考察できる。

成績評価
の 方 法

最終試験の得点および初日に提示する課題を評価対象とします。最終試験の得点を重視します。試験の詳細は授業中に指示しま
す。
授業をきちんと聴くことが、とても大切です。重要な点はノートにまとめてください。

※スクーリング全日の出席、課題、最終試験の提出（白紙提出不可）をもって、採点対象とする。

スクーリング受講時に用意するもの　

『世界史は化学でできている』左巻 健男, ダイヤモンド社, 2021年
『世界史を大きく動かした植物』稲垣 栄洋, PHP研究所, 2018年
『ウェストファリア体制』倉山 満, PHP新書, 2019年
『最高の教養！世界全史』宮崎正勝、ＰＨＰ文庫、2021年

日々の新聞の国際面などに掲載されている様々な記事を、テキストを活用しながら読むこと。世界の歴史が、まさに生きた知識と
して、確実に、あなたのものになることでしょう。

事後学習

事後学習の
参考文献

テキスト

初学者向けのスクーリングですが、事前学習は、重要です。テキスト学習では理解できなかった部分をスクーリング
受講によって理解できるようにしてください。不明点はマーキングして質問できるようにしてください。

科目名：

『「いま」を読み解くための世界史』宮崎 正勝（監）,池田書店,最新版

AA12

単位

従来の「世界史」は、西洋史、東洋史などという枠組みに縛られ、単なる歴史的事実の羅列をしてきた感があります。世界の成り立ちを理解するに
は、一地域、一時代の詳細を知るより、まず全体の体系を把握し、イメージすることが大切です。世界の枠組みは四大文明から世界の諸地域へ、そ
してユーラシア大陸、大西洋を経て地球全体に広がり、ついには「近代国家（国民国家）」が誕生します。
本科目では、こうした流れに沿って歴史を眺めることにより、既存の世界史とは異なった体系から世界の歴史についての理解を深めます。

履修の前提となる科目

履修の前提となる知識
その他特記事項
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　科目主査： 長沼 秀明

世界の歴史

担当講師：
佐藤 和雄、竹内 桂、長沼 秀明、
三沢 直之、由川 稔、六郷 正隆 配当年次 1

授業の目的と概要

基礎教育科目 講義科目

　科目名：
科目コード

あり なし

あり なし あり なし


